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「稲むらの火の館」１１月の出来事

この大規模津波防災総合訓練は、主催者
に和歌山県や大阪府も入っているのです
が、主はやはり国土交通省でした。
だから、この訓練に ヘリコプターが飛んで

きたり、特殊車両が
参加したりですごい

賑わいでした。

つぶれた家からの救助訓練等々が
順々に行われました。しかしこれが、
実際の災害時であれば、全ての作業
を 一斉にする必要があるのです。

各種機関への要請、受け入れがス

ムーズに進むのかどうか、考えさせら

れました。

11/3 ＮＨＫラジオ津波防災特別番組

第１１２回津波祭

「１１月号やかただより」でお伝えしま
した「稲むらの火の館」を取りまく事柄
を報告いたします。

各種催し物がありました。
「稲むらの火の館」館長は、このほかに
も、１１ 月３日夜、ラジオ大阪で電話出
演しました。又、 ４日にはＮＨＫ和歌山
放送局で収録した番組が７日の「あす
のＷＡ!」で放送されました。

一方、ＮＨＫの夜９時の「ニュースウ
オッチ９」 の取材班が東京から、５日に
来られ撮影されて、その日のうちに放
送されました。
「稲むらの火」の注目度が分かりますね。

◆

～ お客様の声 ～

１、(映画の内容に感動して)
恥ずかしながら、涙が止まらなかったよ。
思っていたより、１００倍良かった。

(男性)

２、大変参考になりました。
明日は見えない時代ですので、防災への心
がまえを忘れず、過ごしたいと思います。

(生駒市からの女性)

３、楽しかったです。えい画もあって! また
今度来たいです。学校でも習っているので。
ラジオの生ほうそうもみれてまんぞくです。

(小学生)

～平成２６年度大規模津波防災総合訓練にて～



　や　か　た　だ　よ　り
　　　　耐久社記念館に就いて(３) 　　　大賑わいの「稲むらの火の館」

　　　　　濱口　恵璋

5 　　「稲むらの火の館」は１０、１１月は小･中学校の

　　然るに安楽寺大英の死後明治十六年四月
たいえい　　　　　　　　　　　

に石田冷 　　社会見学のシーズンとも重なって、連日大賑わい

　雲の四男時丸(興
こう　

教
きょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

)を養子として迎へ、そして摂州三 　　となっています。

　島郡五百住
　よすみ　　 　　ぎょうしん

の行信教授に仏学を、東京三田の慶応義

　塾に普通学を修め、明治二十五年に帰国したので、ま

　た耐久社を監督することとなり、従来学塾であった耐久

　社は漢籍以外英語、数学等、時勢
じせい

向の学課を加へるこ

　ととなり学年も三ヶ年と定めて近代学校の組織に準ずる

　ことになった。処がこれまた事情があって明治二十七年

　七月に退職の余儀なきに至ったので、其後有田郡長野

　田四郎を社長に推し、遠藤啓次郎が漢文、伊東温
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いとうおん

が普

　通科を受け持ちて居たが、明治二十八年三月に伊東は

　去って次いで大島常枝が来て漢英数の外に歴史、　地
おおしまときえ                                                 

　理等をも加へることとなった。これまた二十九年三月に

　去った。この頃伊藤啓次郎も去って次いで来たのが狩野
かのう

　広
こうがい

崖、妻木
つまき

僧
ぞうちょう

暢で狩野は英語、数学、簿記等を受持ち、

　妻木は漢籍を受持って居た。 　　　　　〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

6 　　«１１・１２月の展示は押し花です»

　同三十年の一月に予は妻木直良
なおよし

、杉村広太郎二氏に

　介されて当地に来り、教鞭を執ることとなり、地理、歴 　　　「やかた」多目的室の展示は、中央公民館講座

　史其外代数学なども受け持つこととなったが、同三十 　　の『押し花サークル』の作品が並んでいます。

　一年の四月から学課目を改正して国語を加へることと 押し花って、新聞紙

　し、自分は主としてこれを受け持った。この時、社長 ではさんで造るんだ

　野田四郎が辞任して濱口吉右衛門(容所)氏が社長と
                                              　　　　ようしょ と思っていたのです

　なった。容所氏は東京に在住して居るのであるから事 が、それではこんな

　務はすべて此方で処理し、社員からの集金など会計に にきれいに仕上がり

　関することは湯川小兵衛が取扱って居たように記憶する。 ませんよね。

　そは兎も角、明治二十七年に第一回の卒業生を出した

　が、その時は二人、二十八年も二人、二十九年が三人、

　其次の年が五人で、三十一年度が三人、三十二年度

　が急に増して八人となり、三十三年は三人、三十四年

　は二人に減じた、三十五年は五人となり、同年度から

　四年制度改めた為め三十六年度には卒業生がなく、

　三十七年に同じく五人であった。三十七年からまた

　五年制度にした為め三十八年度には卒業生が無く、

　三十九年度には十四人となった。　　　　　（つづく）
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　いざという時

　あなたは！

＜稲むらの火の館の紹介＞

濱口梧陵記念館／津波防災教育センター

〒643-0071 住所 広川町広671

℡：0737-64-1760／FAX：0737-64-1761

http://www.town.hirogawa.wakayama.jp/inamurano

hi/

*開館時間：午前10時～午後５時（受付終了４時）

*休館日：月曜日・火曜日（祝日開館）

年末年始（12/29~1/4）

*記念館だけの入場は無料です。


